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“Trusted Digital Partner”を目指す
ＮＴＴデータ 法人・ソリューション分野の取り組み
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かつて NTTデータの金融事業本
部のビジネスの根幹は、地域金融機
関に向けて基幹系システムを提供す
ることだった。昨今では、長きにわ
たり培ってきたリレーションを活か
し、デジタルサービスを提供するこ
とがビジネスの主軸となっている。
現在、地域金融機関自身は、金融
ビジネスのみに囚われず、地域のお
客様を支援する取り組みを模索して
いる状況にある。NTTデータも地
域課題を解決する新規ビジネスを企
画創造することで、地域金融機関ひ
いては地域社会全体を活性化するこ
とに繋げたいと考えている。

NTTデータは、地域金融機関と

NTTデータのビジネスの方向性につ
いて図１のように捉えている。現在
の地銀 1.0から、地銀 2.0、地銀 3.0 

と時間軸が進むに連れ、ステークホ
ルダーは広がり、ビジネスモデルも
複雑化する。またビジネスを実現す
るまでの時間も長期化する傾向にあ
る。従って、NTTデータとしては、
将来を見据え早期に積極的にオファ
リングに取り組む必要がある。

オファリングを創出するために
は、地域企業間や業界間、すなわち
業際の課題を発掘することも重要
だ。課題を金融機関や企業単独のも
のとして捉えるのではなく地域全体
の課題として捉えることにより、地

域エコシステムを構築できる。
「ステークホルダーやプレーヤー
と共創しオファリングを創出するこ
とで地域金融機関の新しいビジネス
に貢献したいと考えています。近例
に畜産 DXがあります。従来私たち
は金融機関に対し ITサービスを提
供し、金融機関は畜産農家に金融
サービスを提供し、ベンダーは畜産
農家に業務高度化に繋がるサービス
を提供していました。しかし、ベン
ダーと共創し畜産農家に対する新し
いサービスを一体となって提供する
ことで、やがては金融の高度化支援
にもつなげようと取り組みを推進し
ています」（乙間氏）。ユースケース
として次頁から「畜産 DX」「TriView 

/ Teleco」「ミナスタ！」を紹介する。

ゼロから新規ビジネスを企画し、各事業部と共に企画した案件を事業化するオファリング推進室ビジネス企画担当。同部
署は、NTTデータのインキュベーション組織として、さまざまなオファリング創出に取り組んでいる。
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図 1　地域金融機関とNTTデータのビジネスの方向性
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